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(57)【要約】
　モジュラーエンドエフェクタは、切断された及び／又
はステープル留めされた組織上に治療薬を送達する。エ
ンドエフェクタはデバイスに着脱可能に取り付けられる
。デバイスは、エンドエフェクタのピストンに力を印加
する。この力は、ピストンを、エンドエフェクタ内部に
配設された壁に沿って遠位方向に移動させる。ピストン
は、壁の両側に格納されている薬剤と係合し、これら薬
剤を混合空間に向けて遠位方向に移動させる。薬剤は、
混合空間の中で混合され、先端部を介して放出される。
ステープルは、ステープルカートリッジ内に配設された
発泡体ブロックに埋め込まれるか、又は該発泡体ブロッ
クの下方に配設されてもよい。内視鏡的ステープリング
デバイスによって、コーティングされたステープルは、
デバイス又はカートリッジ上の別の薬剤と相互作用しな
がら、組織を通して駆動される。この相互作用は、組織
上に適用される組織修復材料を形成する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　手術器具であって、ハンドル部分と、発射バーを収容するシャフトと、エンドエフェク
タであって、アンビル、下部つかみ具、並びに前記ハンドル部分及び前記シャフトによっ
てもたらされる長さ方向の閉鎖動作に応答する、ステープル留めと切断の機構を備えるエ
ンドエフェクタと、を備える、手術器具において、前記下部つかみ具は、開放位置にある
ときにカートリッジを収容するように構成されており、該カートリッジは、
　（ａ）チャンバを画定する壁を備えたカートリッジ底部と、
　（ｂ）前記チャンバ内に配設された複数のステープルと、
　（ｂ）前記チャンバ内に配設された発泡体ブロックと、
　（ｃ）前記発泡体ブロック及び前記チャンバの上に配設された蓋と、
　を含む、手術器具。
【請求項２】
　前記蓋が、前記長さ方向の閉鎖動作に応答して前記ステープル留めと切断の機構が起動
すると前記ステープルを受容するように構成された複数の開口部を備える、請求項１に記
載のカートリッジ。
【請求項３】
　前記蓋が、前記長さ方向の閉鎖動作に応答して前記ステープル留めと切断の機構が起動
すると、前記発射バーを受容するように構成されたスロットを備える、請求項１に記載の
カートリッジ。
【請求項４】
　前記複数のステープルが、前記発泡体ブロックに埋め込まれる、請求項１に記載のカー
トリッジ。
【請求項５】
　前記複数のステープルが、前記発泡体ブロックの下方に配設される、請求項１に記載の
カートリッジ。
【請求項６】
　前記蓋が、前記カートリッジ底部にスナップ嵌めされる、請求項１に記載のカートリッ
ジ。
【請求項７】
　前記蓋が、前記カートリッジ底部に成形される、請求項１に記載のカートリッジ。
【請求項８】
　前記複数のステープルのうちの１つが、鉄、ニッケル－チタン合金、ステンレス鋼、及
びチタンのうちの少なくとも１つから選択される材料を含む、請求項１に記載のカートリ
ッジ。
【請求項９】
　前記複数のステープルが、前記チャンバ内の内壁によって画定された縦スロットの中に
配設される、請求項１に記載のカートリッジ。
【請求項１０】
　ステープルドライバが、前記複数のステープルのうちの対応するものと実質的に整列し
、前記長さ方向の閉鎖動作に応答して前記ステープル留めと切断の機構が起動すると、前
記ステープルを駆動して前記発泡体ブロックを通過させるように構成される、請求項１に
記載のカートリッジ。
【請求項１１】
　前記器具が、前記長さ方向の閉鎖動作に応答して前記ステープル留めと切断の機構が起
動すると、前記ステープルドライバを前記アンビルに向けて駆動するように構成された楔
形スレッドを備える、請求項１０に記載のカートリッジ。
【請求項１２】
　前記発泡体ブロックがトロンビンを含む、請求項１に記載のカートリッジ。
【請求項１３】
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　前記発泡体ブロックがフィブリンを含む、請求項１に記載のカートリッジ。
【請求項１４】
　前記発泡体ブロックが、トロンビン又はフィブリンの一方を含み、前記アンビルが、ト
ロンビン又はフィブリンのもう一方でコーティングされる、請求項１に記載のカートリッ
ジ。
【請求項１５】
　トロンビン又はフィブリンの一方が、前記発泡体ブロックの中の食塩水で凍結乾燥され
る、請求項１に記載のカートリッジ。
【請求項１６】
　デバイスとエンドエフェクタとを含む内視鏡装置であって、前記デバイスは、トリガと
、関節運動ノブを備えるハンドル部分と、シャフトと、関節セグメントと、を含み、前記
エンドエフェクタは、前記デバイスの遠位端に着脱可能に取り付けられるように構成され
、前記関節運動ノブは、前記デバイスの前記関節セグメントの対応する関節運動を生じさ
せるために関節運動をするように構成されている、内視鏡装置において、前記エンドエフ
ェクタは、
　（ａ）近位部と遠位部とを画定する外壁であって、前記遠位部が、混合空間と先端部と
を備える、外壁と、
　（ｂ）前記近位部内に配設される内壁であって、該内壁及び外壁が、第１の保持空間と
、反対側の第２の保持空間とを画定する、内壁と、
　（ｃ）前記第１の保持空間内に配置される第１の薬剤と、
　（ｄ）前記第２の保持空間内に配置される、前記第１の薬剤と異なる第２の薬剤と、
　（ｅ）前記内壁に沿って力が印加されることにより移動可能なピストンであって、該ピ
ストンは、前記第１の薬剤及び前記第２の薬剤の近位端と係合して、前記第１及び前記第
２の薬剤を前記混合空間に向けて遠位方向に移動させるように構成され、それによって、
前記第１及び第２の薬剤が、前記先端部を通って圧出できる混合物を形成する、ピストン
と、
　を備え、前記エンドエフェクタは、一対の突出部又は一対の切欠き部の一方を含み、前
記デバイスの前記遠位端は、前記一対の突出部又は前記一対の切欠き部のもう一方を含む
、内視鏡装置。
【請求項１７】
　前記デバイスの前記トリガが、前記力の印加を受容するように構成され、かつ前記エン
ドエフェクタの前記ピストンに、前記力の印加を提供するように構成される、請求項１に
記載の装置。
【請求項１８】
　前記関節セグメントが、前記エンドエフェクタが取り付けられる前記デバイスの前記シ
ャフトの長手方向軸に対して水平面上で関節運動するように構成される、請求項１６に記
載の装置。
【請求項１９】
　前記関節セグメントが、前記エンドエフェクタが取り付けられる前記デバイスの前記シ
ャフトの長手方向軸に対して横向きの垂直面上で関節運動するように構成される、請求項
１６に記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【背景技術】
【０００１】
　一部の状況では、内視鏡外科用器具は、より小さい切開が、手術後の回復時間及び合併
症を低減し得るために、従来の開腹外科デバイスよりも好ましい場合がある。したがって
、いくつかの内視鏡外科用器具は、トロカールのカニューレを介して所望の手術部位に遠
位エンドエフェクタを配置するのに適していることがある。これらの遠位エンドエフェク
タは、多くの方法で組織に係合して診断又は治療効果を達成し得る（例えば、エンドカッ
ター、把持具、カッター、ステープラー、クリップ適用器具、アクセスデバイス、薬物／
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遺伝子治療送達デバイス、及び超音波、ＲＦ、レーザなどを使用するエネルギー送達デバ
イス）。内視鏡外科用器具は、エンドエフェクタとハンドル部分との間に、臨床医によっ
て操作されるシャフトを有することがある。そのようなシャフトは、所望の深さへの挿入
とシャフトの縦軸のまわりの回転を可能にし、それにより患者内のエンドエフェクタの位
置決めが容易になる。エンドエフェクタの位置決めは、シャフトの長手方向軸に対してエ
ンドエフェクタを選択的にジョイント曲げ又は偏向することを可能にする１つ以上の関節
接合部若しくは機構を含めることによって、更に促進することができる。
【０００２】
　内視鏡外科用器具の例としては外科用ステープラーが挙げられる。かかるステープラー
のいくつかは、組織層をクランプし、クランプした組織層を切断し、組織層を通してステ
ープルを打ち込むことによって組織層の切断された端の近くで組織層をともに実質的に封
着するように動作可能である。単に例示的な外科用ステープラーは、１９８９年２月２１
日に発行された「Ｐｏｃｋｅｔ　Ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ　ｆｏｒ　Ｉｎｔｅｒｎａ
ｌ　Ｏｒｇａｎ　Ｓｔａｐｌｅｒｓ」と題される米国特許第４，８０５，８２３号、１９
９５年５月１６日に発行された「Ｓｕｒｇｉｃａｌ　Ｓｔａｐｌｅｒ　ａｎｄ　Ｓｔａｐ
ｌｅ　Ｃａｒｔｒｉｄｇｅ」と題される米国特許第５，４１５，３３４号、１９９５年１
１月１４日に発行された「Ｓｕｒｇｉｃａｌ　Ｓｔａｐｌｅｒ　Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔ」
と題される米国特許第５，４６５，８９５号、１９９７年１月２８日に発行された「Ｓｕ
ｒｇｉｃａｌ　Ｓｔａｐｌｅｒ　Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔ」と題される米国特許第５，５９
７，１０７号、１９９７年５月２７日に発行された「Ｓｕｒｇｉｃａｌ　Ｉｎｓｔｒｕｍ
ｅｎｔ」と題される米国特許第５，６３２，４３２号、１９９７年１０月７日に発行され
た「Ｓｕｒｇｉｃａｌ　Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔ」と題される米国特許第５，６７３，８４
０号、１９９８年１月６日に発行された「Ａｒｔｉｃｕｌａｔｉｏｎ　Ａｓｓｅｍｂｌｙ
　ｆｏｒ　Ｓｕｒｇｉｃａｌ　Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔｓ」と題される米国特許第５，７０
４，５３４号、１９９８年９月２９日に発行された「Ｓｕｒｇｉｃａｌ　Ｃｌａｍｐｉｎ
ｇ　Ｍｅｃｈａｎｉｓｍ」と題される米国特許第５，８１４，０５５号、２００５年１１
月１５日に発行された「Ｓｕｒｇｉｃａｌ　Ｓｔａｐｌｉｎｇ　Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔ　
ｈａｖｉｎｇ　Ａｒｔｉｃｕｌａｔｉｏｎ　Ｊｏｉｎｔ　Ｓｕｐｐｏｒｔ　Ｐｌａｔｅｓ
　ｆｏｒ　Ｓｕｐｐｏｒｔｉｎｇ　ａ　Ｆｉｒｉｎｇ　Ｂａｒ」と題される米国特許第６
，９６４，３６３号、２００５年１２月２７日に発行された「Ｓｕｒｇｉｃａｌ　Ｓｔａ
ｐｌｉｎｇ　Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔ　Ｉｎｃｏｒｐｏｒａｔｉｎｇ　ａｎ　Ｅ－Ｂｅａｍ
　Ｆｉｒｉｎｇ　Ｍｅｃｈａｎｉｓｍ」と題される米国特許第６，９７８，９２１号、２
００６年１月２４日に発行された「Ｓｕｒｇｉｃａｌ　Ｓｔａｐｌｉｎｇ　Ｉｎｓｔｒｕ
ｍｅｎｔ　Ｈａｖｉｎｇ　ａ　Ｓｐｅｎｔ　Ｃａｒｔｒｉｄｇｅ　Ｌｏｃｋｏｕｔ」と題
される米国特許第６，９８８，６４９号、２００６年２月２１日に発行された「Ｓｕｒｇ
ｉｃａｌ　Ｓｔａｐｌｉｎｇ　Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔ　Ｈａｖｉｎｇ　Ｓｅｐａｒａｔｅ
　Ｄｉｓｔｉｎｃｔ　Ｃｌｏｓｉｎｇ　ａｎｄ　Ｆｉｒｉｎｇ　Ｓｙｓｔｅｍｓ」と題さ
れる米国特許第７，０００，８１８号、２００６年９月２６日に発行された「Ｓｕｒｇｉ
ｃａｌ　Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔ　Ｉｎｃｏｒｐｏｒａｔｉｎｇ　ａｎ　Ａｒｔｉｃｕｌａ
ｔｉｏｎ　Ｍｅｃｈａｎｉｓｍ　ｈａｖｉｎｇ　Ｒｏｔａｔｉｏｎ　ａｂｏｕｔ　ｔｈｅ
　Ｌｏｎｇｉｔｕｄｉｎａｌ　Ａｘｉｓ」と題される米国特許第７，１１１，７６９号、
２００６年１２月５日に発行された「Ｓｕｒｇｉｃａｌ　Ｓｔａｐｌｉｎｇ　Ｉｎｓｔｒ
ｕｍｅｎｔ　Ｈａｖｉｎｇ　ａ　Ｆｉｒｉｎｇ　Ｌｏｃｋｏｕｔ　ｆｏｒ　ａｎ　Ｕｎｃ
ｌｏｓｅｄ　Ａｎｖｉｌ」と題される米国特許第７，１４３，９２３号、２００７年１２
月４日に発行された「Ｓｕｒｇｉｃａｌ　Ｓｔａｐｌｉｎｇ　Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔ　Ｉ
ｎｃｏｒｐｏｒａｔｉｎｇ　ａ　Ｍｕｌｔｉ－Ｓｔｒｏｋｅ　Ｆｉｒｉｎｇ　Ｍｅｃｈａ
ｎｉｓｍ　ｗｉｔｈ　ａ　Ｆｌｅｘｉｂｌｅ　Ｒａｃｋ」と題される米国特許第７，３０
３，１０８号、２００８年５月６日に発行された「Ｓｕｒｇｉｃａｌ　Ｓｔａｐｌｉｎｇ
　Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔ　Ｉｎｃｏｒｐｏｒａｔｉｎｇ　ａ　Ｍｕｌｔｉｓｔｒｏｋｅ　
Ｆｉｒｉｎｇ　Ｍｅｃｈａｎｉｓｍ　Ｈａｖｉｎｇ　ａ　Ｒｏｔａｒｙ　Ｔｒａｎｓｍｉ
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ｓｓｉｏｎ」と題される米国特許第７，３６７，４８５号、２００８年６月３日に発行さ
れた「Ｓｕｒｇｉｃａｌ　Ｓｔａｐｌｉｎｇ　Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔ　Ｈａｖｉｎｇ　ａ
　Ｓｉｎｇｌｅ　Ｌｏｃｋｏｕｔ　Ｍｅｃｈａｎｉｓｍ　ｆｏｒ　Ｐｒｅｖｅｎｔｉｏｎ
　ｏｆ　Ｆｉｒｉｎｇ」と題される米国特許第７，３８０，６９５号、２００８年６月３
日に発行された「Ａｒｔｉｃｕｌａｔｉｎｇ　Ｓｕｒｇｉｃａｌ　Ｓｔａｐｌｉｎｇ　Ｉ
ｎｓｔｒｕｍｅｎｔ　Ｉｎｃｏｒｐｏｒａｔｉｎｇ　ａ　Ｔｗｏ－Ｐｉｅｃｅ　Ｅ－Ｂｅ
ａｍ　Ｆｉｒｉｎｇ　Ｍｅｃｈａｎｉｓｍ」と題される米国特許第７，３８０，６９６号
、２００８年７月２９日に発行された「Ｓｕｒｇｉｃａｌ　Ｓｔａｐｌｉｎｇ　ａｎｄ　
Ｃｕｔｔｉｎｇ　Ｄｅｖｉｃｅ」と題される米国特許第７，４０４，５０８号、２００８
年１０月１４日に発行された「Ｓｕｒｇｉｃａｌ　Ｓｔａｐｌｉｎｇ　Ｉｎｓｔｒｕｍｅ
ｎｔ　ｈａｖｉｎｇ　Ｍｕｌｔｉｓｔｒｏｋｅ　Ｆｉｒｉｎｇ　ｗｉｔｈ　Ｏｐｅｎｉｎ
ｇ　Ｌｏｃｋｏｕｔ」と題される米国特許第７，４３４，７１５号、２０１０年５月２５
日に発行された「Ｄｉｓｐｏｓａｂｌｅ　Ｃａｒｔｒｉｄｇｅ　ｗｉｔｈ　Ａｄｈｅｓｉ
ｖｅ　ｆｏｒ　Ｕｓｅ　ｗｉｔｈ　ａ　Ｓｔａｐｌｉｎｇ　Ｄｅｖｉｃｅ」と題される米
国特許第７，７２１，９３０号、及び、２００８年１１月２５日に発行された「Ｓｕｒｇ
ｉｃａｌ　Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔ　ｗｉｔｈ　Ａｒｔｉｃｕｌａｔｉｎｇ　Ｓｈａｆｔ　
ｗｉｔｈ　Ｒｉｇｉｄ　Ｆｉｒｉｎｇ　Ｂａｒ　Ｓｕｐｐｏｒｔｓ」と題される米国特許
第７，４５５，２０８号に開示されている。これらの米国特許のそれぞれの開示内容を本
願にその全容にわたって援用するものである。参考として上述した外科用ステープラーは
、内視鏡手技において使用されるものとして記載されているが、かかる外科用ステープラ
ーは、開口手技及び／又は他の非内視鏡手技でも使用することができることを理解された
い。
【０００３】
　様々な種類の外科用ステープル器具及び関連構成要素が作製され使用されてきたが、本
発明者ら以前には、付属の請求項に記載されている本発明を誰も作製又は使用したことが
ないものと考えられる。
【図面の簡単な説明】
【０００４】
　本明細書に組み込まれるとともに本明細書の一部をなす添付の図面は、本発明の実施形
態を示すものであり、上記の本発明の一般的説明、及び以下の実施形態の詳細な説明とと
もに、本発明の原理を説明するのに役立つものである。
【図１Ａ】関節動作していない位置にあるエンドエフェクタを有する関節動作外科器具の
斜視図を示す。
【図１Ｂ】関節動作していない位置にあるエンドエフェクタを有する図１Ａの手術器具の
斜視図を示す。
【図２】図１Ａ～図１Ｂの手術器具の開いたエンドエフェクタの斜視図を示す。
【図３Ａ】発射バーが近位位置にある、図２の線３－３に沿った図２のエンドエフェクタ
の側断面図を示す。
【図３Ｂ】図２の線３－３に沿った図２のエンドエフェクタの側断面図であるが、発射バ
ーが遠位位置にある状態を示している。
【図４】図２の線４－４に沿った図２のエンドエフェクタの端断面図を示す。
【図５】図２のエンドエフェクタの分解斜視図を示す。
【図６】組織に位置付けられ、かつ組織内で１回作動された後の、図２のエンドエフェク
タの斜視図を示す。
【図７】例示的な治療薬用エンドエフェクタ及び関連専用デバイスを示す。
【図８】図７のエンドエフェクタの側断面図を示す。
【図９】エンドエフェクタのための例示的代替えカートリッジ組立体の分解斜視図を示す
。
【図１０】エンドエフェクタが組織に位置付けられ、かつ組織内で作動されている、図９
のカートリッジ組立体を備えたエンドエフェクタの斜視図を示す。
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【０００５】
　各図面は、いかなる意味においても限定的なものではなく、図に必ずしも示されていな
いものを含め、本発明の異なる実施形態を様々な他の方法で実施し得ることも考えられる
。本明細書に組み込まれその一部をなす添付の図面は、本発明の幾つかの態様を示すもの
であり、説明文とともに本発明の原理を説明する役割を果たすものである。しかしながら
、本発明は図に示される正確な構成に限定されない点が理解されるべきである。
【発明を実施するための形態】
【０００６】
　本発明の特定の実施例の以下の説明は、本発明の範囲を限定するために用いられるべき
ではない。本発明の他の実施例、特徴、態様、実施形態、及び利点が以下の説明から当業
者には明らかとなろう。以下の説明は、実例として、本発明を実施するために企図される
最良の形態の１つである。明らかなように、本発明は、本発明から逸脱することなく、他
の様々な明白な態様が可能である。したがって、図面及び説明文は、例示的な性質のもの
であって限定的なものと見なすべきではない。
【０００７】
　Ｉ．例示的な外科用ステープラー
　図１～図６は、外科手術を行うために、図１Ａに示すような非関節動作状態でトロカー
ルカニューレ通路を通って患者の体内の手術部位まで挿入するように寸法決めされている
、例示的な外科ステープル用及び切断用の器具（１０）を図示している。外科手術、ステ
ープル留め、及び切断する器具（１０）は、実施部分（２２）に接続されたハンドル部分
（２０）を含み、実施部分は、関節機構（１１）において遠位方向に終端するシャフト（
２３）と、遠位方向に取り付けられたエンドエフェクタ（１２）と、を更に備える。関節
機構（１１）及び遠位のエンドエフェクタ（１２）がトロカールのカニューレ通路を通じ
て挿入された後、図１Ｂに図示されているように、関節制御（１３）によって関節機構（
１１）を遠隔的に関節運動を行うことができる。そのようにして、エンドエフェクタ（１
２）は、所望の角度から又は他の理由のために、臓器の背後に到達する若しくは組織に近
づくことができる。本明細書では、「近位」及び「遠位」といった用語は、器具（１０）
のハンドル部分（２０）を握っている臨床医を基準として使用されていることを理解され
たい。したがって、エンドエフェクタ（１２）は、より近位のハンドル部分（２０）に対
して遠位である。便宜上、また説明を明確にするため、本願では「垂直」及び「水平」と
いった空間的な用語を図面に対して使用する点も更に認識されるであろう。しかしながら
、手術器具は、多くの配向及び配置において使用され、これらの用語は、制限的及び絶対
的であることが意図されない。
【０００８】
　この例のエンドエフェクタ（１２）は下部つかみ具（１６）及び枢動可能なアンビル（
１８）を含む。ハンドル（２０）はピストル把持部（２４）を含み、臨床医がピストル把
持部（２４）に向かって閉鎖トリガ（２６）を枢動して引くことにより、エンドエフェク
タ（１２）の下部つかみ具（１６）に向かってアンビル（１８）のクランプ即ち閉鎖が引
き起こされる。そのようなアンビル（１８）の閉鎖は、ピストル把持部（２４）に対する
閉鎖トリガ（２６）の枢動に応じてハンドル部分（２０）に対して長手方向に移動する最
も外側の閉鎖スリーブ（３２）を通じてもたらされる。閉鎖スリーブ（３２）の遠位の閉
鎖リング（３３）は、実施部分（２２）の枠（３４）によって間接的に支持される。関節
機構（１１）にて、閉鎖スリープ（３２）の近位側の閉鎖管（３５）は遠位部分（閉鎖リ
ング）（３３）と連通している。枠（３４）は、関節機構（１１）を介して下部つかみ具
（１６）に偏向可能に取り付けられて、単一の平面での関節運動を可能にする。枠（３４
）はまた、発射トリガ（２８）からの発射運動を発射バー（１４）に伝えるためにシャフ
ト（２３）を通じて延在する発射駆動部材（図示せず）を長手方向に摺動可能に支持する
。発射トリガ（２８）は、閉鎖トリガ（２６）より更に外側寄りにあり、以下に詳細に説
明するように、これが臨床医によって枢動式に引かれると、エンドエフェクタ（１２）に
クランプされている組織にステープルが打ち込まれ、組織が切断される。その後、開放ボ
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タン（３０）を押してエンドエフェクタ（１２）から組織を開放する。
【０００９】
　図２～図５は、数多くの機能を実行するために光線発射バー（１４）を取り入れている
エンドエフェクタ（１２）を図示している。図３Ａ～３Ｂに最もわかりやすく図示されて
いるように、発射バー（１４）は横断方向に配向された上方のピン（３８）と、発射バー
キャップ（４４）と、横断方向に配向された中間ピン（４６）と、遠位側に提供された切
断エッジ（４８）と、を含む。上方のピン（３８）は、アンビル（１８）のアンビルポケ
ット（４０）の内部に位置付けられており、移動可能である。発射バーキャップ（４４）
は、下部つかみ具（１６）を通じて形成されたチャネルスロット（４５）（図３Ｂに図示
）を通じて延在する発射バー（１４）を有することによって、下部つかみ具（１６）の下
側表面と摺動可能に係合する。中間ピン（４６）は、発射バーキャップ（４４）と協力動
作する下部つかみ具（１６）の上面と摺動可能に係合する。そのようにして、発射バー（
１４）は、発射中にエンドエフェクタ（１２）の間隔を肯定的に取り、クランプされる組
織の量が最低限の状態でのアンビル（１８）と下部つかみ具（１６）の間に生じる場合の
あるピンチングを克服し、クランプされた組織の量が多過ぎる状態でのステープルの不良
形成を克服する。
【００１０】
　図２は、近接して配置されている発射バー（１４）、及び、未使用のステープルカート
リッジ（３７）を下部つかみ具（１６）のチャネルの中に着脱可能に装着できるように、
開放位置まで旋回しているアンビル（１８）を示す。図４～５に最もわかりやすく示され
ているように、この例のステープルカートリッジ（３７）はカートリッジ本体（７０）を
含み、カートリッジ本体は上部デッキ（７２）を提供し、下方のカートリッジトレー（７
４）と連結されている。図２に最もわかりやすく示されているように、ステープルカート
リッジ（３７）の部分を通じて縦スロット（４９）が形成されている。また、図２には、
縦スロット（４９）の一方の側に上部デッキ（７０）を通じて形成された３列のステープ
ルアパーチャ（５１）及び、縦スロット（４９）のもう一方の側に上部デッキ（７０）を
通じて形成された３列のステープルアパーチャ（５１）が図示されている。再び図３～５
を参照すると、楔形スレッド（４１）及び複数のステープルドライバ（４３）がカートリ
ッジ本体（７０）とトレー（７４）の間に捉えられており、ステープルドライバ（４３）
に対して近位に楔形スレッド（４１）が位置付けられている。楔形スレッド（４１）はス
テープルカートリッジ（３７）の内部で長手方向に移動可能であり、一方、ステープルド
ライバ（４３）はステープルカートリッジ（３７）の内部で垂直方向に移動可能である。
ステープル（４７）もまたカートリッジ本体（７０）の内部に、対応するステープルドラ
イバ（４３）の上に位置付けられる。具体的には、それぞれのステープル（４７）はステ
ープルドライバ（４３）によってカートリッジ本体（７０）の内部で垂直方向に駆動され
て、関連付けられたステープルアパーチャ（５１）を通してステープル（４７）を外へと
駆動する。図３Ａ～３Ｂ及び図５に最もよく図示されているように、楔形スレッド（４１
）は、楔形スレッド（４１）がステープルカートリッジ（３７）を通じて遠位方向に駆動
されるにつれてステープルドライバ（４３）を上方に付勢するように傾斜したカム表面を
呈する。
【００１１】
　図３Ａのようにエンドエフェクタ（１２）が閉じられている状態で、上方のピン（３８
）を長手方向のアンビルスロット（４２）に入れることによって、発射バー（１４）がア
ンビル（１８）と係合して前進する。押しブロック（８０）は、発射バー（１４）の遠位
端に配置され、発射バー（１４）がステープルカートリッジ（３７）を通じて遠位側に前
進するにつれて押しブロック（８０）が楔形スレッド（４１）を遠位側に押すように、楔
形スレッド（４１）と係合するように構成される。そのような発射中に、発射バー（１４
）の切断エッジ（４８）がステープルカートリッジ（３７）の縦スロット（４９）に入り
、ステープルカートリッジ（３７）とアンビル（１８）の間にクランプされている組織を
切断する。図３Ａ～３Ｂに示すように、中間ピン（４６）と押しブロック（８０）とがと
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もにステープルカートリッジ（３７）内の発射スロット内に入ることによってステープル
カートリッジ（３７）を作動し、楔形スレッド（４１）をステープルドライバ（４３）と
の上向きのカム接触へと駆動すると、ステープル（４７）は、ステープルアパーチャ（５
１）を通して外へと駆動され、アンビル（１８）の内面のステープル形成ポケット（５３
）との接点を形成するように駆動される。図３Ｂは、組織を完全に切断及びステープルし
た後に遠位方向に完全に移動された発射バー（１４）を図示する。
【００１２】
　図６は、組織（９０）を貫通する１回のストロークを介して作動されたエンドエフェク
タ（１２）を示す。図では、切断エッジ（４８）が組織（９０）を貫通して切断しており
、一方、ステープルドライバ（４３）は、切断エッジ（４８）が作り出している切断線の
それぞれの側で、組織（９０）を通じてステープル（４７）の３本の交互の列を駆動して
いる。この例では、全てのステープル（４７）が切断線とほぼ平行に配向されているが、
ステープル（４７）は任意の好適な配向で位置付けられ得ることを理解されたい。この例
では、最初のストロークが完了した後にエンドエフェクタ（１２）をトロカールから後退
し、使用済みのステープルカートリッジ（３７）を新しいステープルカートリッジと交換
し、その後に、エンドエフェクタ（１２）を再びトロカールを通して挿入して、ステープ
ル留めする部位に到達し、更なる切断及びステープルを行う。所望の量の切断及びステー
プル（４７）が提供されるまでこのプロセスを繰り返すことができる。トロカールを通じ
た挿入及び後退を可能にするためにアンビル（１８）を閉じる必要がある場合があり、ス
テープルカートリッジ（３７）の交換を可能にするためにアンビル（１８）を開く必要が
ある場合がある。
【００１３】
　それぞれの作動ストローク中に、ステープル（４７）が組織を通して駆動されるのとほ
ぼ同時に切断エッジ（４８）が組織を切断することができることを理解されたい。この例
では、切断エッジ（４８）はステープル（４７）の駆動にごくわずかに遅れて進むので、
ステープル（４７）は、切断エッジ（４８）が組織の同じ区域を通過する直前に組織を通
して打ち込まれるが、この順序を逆にすることができること、又は、切断エッジ（４８）
が隣接するステープルと直接同期されてもよいことを理解されたい。図６は、２層（９２
、９４）の組織（９０）で作動されているエンドエフェクタ（１２）を示しているが、エ
ンドエフェクタ（１２）が単層の組織（９０）を通じて又は２層（９２、９４）以上の組
織を通じて作動されてもよいことを理解されたい。また、切断エッジ（４８）が作り出し
た切断線に隣接するステープル（４７）の形成及び位置付けが、切断線で組織を実質的に
封着することができ、したがってその切断線での出血及び／又は他の体液の漏出を低減若
しくは予防することができることも理解されたい。器具（１０）が使用され得る他の好適
な設定は、本明細書の教示に鑑みれば、当業者には明らかとなろう。
【００１４】
　器具（１０）は、次に挙げる特許文献のいずれかに従って構成されかつ動作可能であり
得ることを理解すべきである：米国特許第４，８０５，８２３号、米国特許第５，４１５
，３３４号、米国特許第５，４６５，８９５号、米国特許第５，５９７，１０７号、米国
特許第５，６３２，４３２号、米国特許第５，６７３，８４０号、米国特許第５，７０４
，５３４号、米国特許第５，８１４，０５５号、米国特許第６，９６４，３６３号、米国
特許第６，９７８，９２１号、米国特許第６，９８８，６４９号、米国特許第７，０００
，８１８号、米国特許第７，１１１，７６９号、米国特許第７，１４３，９２３号、米国
特許第７，３０３，１０８号、米国特許第７，３６７，４８５号、米国特許第７，３８０
，６９５号、米国特許第７，３８０，６９６号、米国特許第７，４０４，５０８号、米国
特許第７，４３４，７１５号、米国特許第７，７２１，９３０号、及び／又は米国特許第
７，４５５，２０８。上述のように、それらの特許のそれぞれの開示は、それらの全体が
参照により本明細書に組み込まれる。器具（１０）に提供することができる更に他の例示
的な修正例は、後でより詳しく述べられる。以下の教示が器具（１０）に採用される種々
の適切な方法は、当業者に明らかであろう。同様に、以下の教示を本明細書で引用された
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特許の様々な教示と組み合わせることができる種々の適切な方法は、当業者に明らかであ
ろう。また、以下の教示が、本明細書で引用された特許に教示された器具（１０）又はデ
バイスに限定されないことを理解されたい。以下の教示は、外科用ステープラーとして分
類されない器具を含む様々な他の種類の器具に容易に適用することができる。以下の教示
を適用することができる種々の他の適切なデバイス及び環境は、本明細書の教示を考慮し
て当業者に明らかであろう。
【００１５】
　ＩＩ．例示的なモジュラーエンドエフェクタ
　図７～図８は、器具（１０）などのステープリングデバイスの使用後に、治療薬を組織
上に送達するための例示的なモジュラーエンドエフェクタ（１００）を示す。図８に示す
ように、エンドエフェクタ（１００）は、近位部（１０４）及び遠位部（１０６）を画定
する外壁（１０２）を含み、遠位部（１０６）は、混合空間（１０８）と先端部（１１０
）とを含む。単なる例として、先端部（１１０）及び外壁（１０２）は、参照によりその
開示が本明細書に組み込まれる、２００８年５月２９日に公開された「Ａｄｈｅｓｉｖｅ
　Ｄｉｓｐｅｎｓｅｒ　ｆｏｒ　Ｓｕｒｇｅｒｙ」と題される米国特許出願公開第２００
８／０１２１６５７号の教示に従って構成されてもよく、かつ動作可能であってもよい。
【００１６】
　エンドエフェクタ（１００）はまた、試薬の早期混合を防止するために、エンドエフェ
クタ（１００）の近位部（１０４）に沿って、内壁（１１２）の別々の側に、別個の試薬
のリザーバ又はカプセルを備えている。例えば、第１の薬剤（１１４）は、壁（１１２）
の片側にある第１の保持空間（１１６）内に配置され、第２の薬剤（１１８）は、壁（１
１２）の別の側にある第２の保持空間（１２０）内に配置される。以降で説明するように
、遠位方向に向いた力をピストン（１２２）に印加することにより、試薬をエンドエフェ
クタ（１００）の遠位部（１０６）で混合し、かつ、先端部（１１０）に形成されたオリ
フィスを通しての圧出により、望ましい位置で該試薬を組織に適用するのが可能となる。
【００１７】
　そのような試薬としては、限定されるものではないが、トロンビン、乏血小板血漿（Ｐ
ＰＰ）多血小板血漿（ＰＲＰ）、でんぷん、キトサン、アルギン酸、フィブリン、多糖類
、セルロース、コラーゲン、ゼラチン－レゾルシン－ホルマリン接着剤、酸化セルロース
、ムラサキガイ系接着剤、ポリ（アミノ酸）、アガロース、アミロース、ヒアルロナン、
ポリヒドロキシ酪酸（ＰＨＢ）、ヒアルロン酸、ポリ（ビニルピロリドン）（ＰＶＰ）、
ポリ（ビニルアルコール）（ＰＶＡ）、ポリラクチド（ＰＬＡ）、ポリグリコリド（ＰＧ
Ａ）、ポリカプロラクトン（ＰＣＬ）、及びそれらのコポリマーなどの医療用液体成分、
ＶＩＣＲＹＬ（登録商標）（Ｅｔｈｉｃｏｎ，Ｉｎｃ．，Ｓｏｍｅｒｖｉｌｌｅ，Ｎ．Ｊ
．）、ＭＯＮＯＣＲＹＬ素材、ＰＡＮＡＣＲＹＬ（Ｅｔｈｉｃｏｎ，Ｉｎｃ．，Ｓｏｍｅ
ｒｖｉｌｌｅ，Ｎ．Ｊ．）、並びに／又は、複数の物質の組み合わせなど、生体物質と混
合され、かつ創傷若しくは欠陥部位に導入されるのに適した任意の他の物質を挙げること
ができる。医療用流体で使用することができる他の好適な化合物、材料、物質等は、本明
細書の教示に鑑みて当業者には明白であろう。
【００１８】
　いくつかの形態では、医療用流体は、生体適合性担体中に懸濁されてもよい。好適な担
体としては、例えば、生理的緩衝液、流動性を有するゲル溶液、食塩水、及び水を挙げる
ことができる。ゲル溶液の場合、組織修復組成物は、標的部位で送達される前は流動性を
有するゲルの形態であってもよく、又は、標的部位で送達された後にゲルを形成して適所
に留まってもよい。流動性を有するゲル溶液は、１種以上のゲル化物質を含んでもよく、
添加された水、食塩水、又は生理的緩衝液を有してもよく、又は有さなくてもよい。好適
なゲル化物質には、生体物質及び合成物質が含まれる。例示的なゲル化物質としては以下
が挙げられる：コラーゲン、コラーゲンゲル、エラスチン、トロンビン、フィブロネクチ
ン、ゼラチン、フィブリン、トロポエラスチン、ポリペプチド、ラミニン、プロテオグリ
カン、フィブリン接着剤、フィブリン凝塊、多血小板血漿（ＰＲＰ）凝塊、乏血小板血漿
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（ＰＰＰ）凝塊、自己組織化ペプチドハイドロゲル、マトリゲル又はアテロコラーゲンな
どのたんぱく質；ペクチン、セルロース、酸化再生セルロース、キチン、キトサン、アガ
ロース、又はヒアルロン酸などの多糖類；リボ核酸又はデオキシリボ核酸などのポリヌク
レオチド；アルギン酸、架橋アルギン酸、ポリ（Ｎ－イソプロピルアクリルアミド）、ポ
リ（オキシアルキレン）、ポリ（エチレンオキシド）－ポリ（プロピレンオキシド）のコ
ポリマー、ポリ（ビニルアルコール）、ポリアクリレート、又はモノステアロイルグリセ
ロールコスクシネート／ポリエチレングリコール（ＭＧＳＡ／ＰＥＧ）のコポリマーなど
の他の材料；及びこれらのいずれかの組み合わせ。ゲル化剤は、組織片のための流動性担
体溶液を提供することに加えて、組織修復組成物を標的部位に固定する接着剤としても作
用し得る。いくつかの形態では、追加の接着固定剤を組織修復組成物又は医療用流体に含
ませてもよい。更に、ゲル化剤を架橋するために、１種以上の架橋剤を１種以上のゲル化
剤とともに使用してもよい。
【００１９】
　モジュラーエンドエフェクタ（１００）は、交換可能及び着脱可能に取り付け可能なエ
ンドエフェクタ（１００）として、器具（１０）などのデバイスとともに用いられてもよ
く、又は、図７に示されるデバイス（１２４）のような専用デバイスとともに用いられて
もよい。エンドエフェクタ（１００）は、様々な内径の従来のトロカールを通って受容さ
れるように寸法決めされ得る。図７に戻ると、エンドエフェクタ（１００）は、リング（
１２６）を用いてエンドエフェクタ（１００）を着脱可能に受容するように構成された、
シャフト（１３４）の遠位端に位置付けられる。エンドエフェクタ（１００）は、図７に
示す矢印（Ａ）の方向でリング（１２６）に挿入される。エンドエフェクタ（１００）は
、対応するリング（１２６）の切欠き部（図示せず）の中に受容されることができる、例
えば延長端部又は突出部（１３６）を用いて、デバイス（１２４）の遠位端のリング（１
２６）に着脱可能に取り付けられる。逆に言えば、リング（１２６）は、対応するエンド
エフェクタ（１００）の切欠き部の中に受容される、リング（１２６）をエンドエフェク
タ（１００）に取り付けるための突出部を備えていてもよい。もちろん、リング（１２６
）及びエンドエフェクタ（１００）は、エンドエフェクタ（１００）をデバイス（１２４
）のシャフト（１３４）に着脱可能に固定するように機能する様々な他の構成要素又は形
成部を備えていてもよい。
【００２０】
　本発明の実施例のデバイス（１２４）は、図８に示すように、エンドエフェクタ（１０
０）の近位端に配設されたピストン（１２２）に力を印加して、ピストン（１２２）を遠
位方向に移動させるためのトリガ（１２８）を備えている。更に、ノブ（１３０）が、ハ
ンドピース（１２５）上のデバイス（１２４）の近位上部に配設される。このノブ（１３
０）は、ノブ（１３０）の関節運動つまり作動が、関節セグメント（１３２）の対応する
関節動作をもたらして、リング（１２６）及び取り付けられたエンドエフェクタ（１００
）を、ステープル（４７）の上方の所望の位置に移動させることができるように、シャフ
ト（１３４）の遠位端の関節セグメント（１３２）に接続される。関節セグメント（１３
２）は、デバイス（１２４）のシャフト（１３４）の長手方向軸がそれに沿って位置付け
られる水平面内、及び／又は水平面と交差する垂直面内で関節運動することができる。ノ
ブ（１３０）の水平又は垂直な関節運動（例えば、ユーザーの母指による）は、関節セグ
メント（１３２）の対応する水平又は垂直な関節運動をそれぞれ生じさせる。あるいは、
ノブ（１３０）の時計回り又は反時計回りの回転は、選択面（例えば、水平面又は垂直面
のいずれか）内に対応する関節運動を生じさせることができる。デバイス（１２４）のエ
ンドエフェクタ（１００）及び／又はシャフト（１３４）はまた、シャフト（１２４）に
よって画定される長手方向軸を中心に、ハンドピース（１２５）に対して回転可能であっ
てもよい。
【００２１】
　トリガ（１２８）に力を印加することにより、図８の矢印（Ｂ）の方向に力が印加され
て、エンドエフェクタ（１００）のピストン（１２２）に力が印加される。トリガ（１２
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８）の作動をピストン（１２２）の作動に変換するために用いことができる種々の好適な
構成要素及び構造は、本明細書の教示に鑑みて、当業者には明らかであろう。ハンドピー
ス（１２５）は、枢動式トリガ（１２８）を有するピストルグリップとして形成されてい
るが、ハンドピース（１２５）及びトリガ（１２８）は任意の他の好適な構造を有し得る
ことを理解すべきである。
【００２２】
　ピストン（１２２）は、エンドエフェクタ（１００）の壁（１１２）を受容するための
開口部（１３８）を有するシングルプランジャを含んでもよく、又は、各側が壁（１１２
）の一方の側を通って移動可能であるデュアルプランジャ構成部を含んでもよい。ピスト
ン（１２２）は、壁（１１２）に沿って遠位方向に移動して、壁（１１２）の両側のリザ
ーバつまり薬剤（１１４、１１８）の近位端に力を印加し、薬剤（１１４、１１８）を先
端部（１１０）に向けて遠位方向に移動させる。エンドエフェクタ（１００）の遠位部（
１０６）は、開口部を有する先端部（１１０）を備えており、例えば、この開口部を通し
てスプレー又は他の液体形態を分散させることができる。先端部（１１０）は、エンドエ
フェクタ（１００）の壁（１１２）及び外壁（１０２）の末端部（１４０）によって画定
される混合空間（１０８）も有している。例えば、一方はフィブリンであってもよく、他
方はトロンビンであってもよい薬剤（１１４、１１８）は、壁（１１２）の末端部（１４
０）に向けてかつこれを越えて移動され、例えば、図１０に示されるように治療薬又は組
織修復組成物（１４２）として先端部（１１０）の開口部を通って組織（９０）のステー
プル（４７）の上に放出される前に、混合空間（１０８）の中で一緒に混ざり合う。
【００２３】
　エンドエフェクタ（１００）を、上述した器具（１０）のような器具又は専用のデバイ
ス（１２４）のいずれかとともに使用することで、送達中の試薬の無駄を防ぐことができ
る。この無駄は、物質のリザーバが関連器具又はデバイスのハンドル部分の近くに位置す
る場合に生じる可能性がある。そのような位置の場合、試薬は、対応の器具又はデバイス
のシャフト内のルーメンに沿って更に移動する可能性があり、そのような移動中にルーメ
ンの中に試薬の一部が留まる可能性がある。エンドエフェクタ（１００）を使用すること
により、無駄になる量が低減するのに加えて、かかる試薬を組織上に放出するために用い
る器具又はデバイスのハンドル部分の近くに試薬が位置決めされる場合に普通であれば用
いられる試薬の量よりも少ない量の試薬を、リザーバ又はカプセル内で使用するのが可能
となる。
【００２４】
　ＩＩＩ．エンドエフェクタカートリッジと一体の例示的な発泡体ブロック
　図９に示す別の形態では、前述のようなエンドエフェクタ（１２）を用いた組織の切断
及びステープル留めに伴う出血を低減するのを支援するために、上述のカートリッジ（３
７Ａ）は、止血剤などの薬剤を収容する一体型発泡体ブロック（１４４）を備えていても
よい。図９は、前述のように組織を切断及び／又はステープル留めするように作動する器
具（１０）の下部つかみ具（１６）のチャネルの中に取り外し可能に装着するための、カ
ートリッジ（３７Ａ）の分解図を示す。カートリッジ底部（１４６）は、カートリッジ底
部（１４６）の周壁によって画定されるチャンバ（１４８）を含んでおり、その中に発泡
体ブロック（１４４）が挿入される。ステープル（４７）は発泡体ブロック（１４４）の
中にあらかじめ装着されていてもよい。あるいは、ブロック（１４４）は、ステープル（
４７）と、蓋（１５０）などのカートリッジデッキの下側との間に位置付けられてもよい
。ステープル（４７）は、鉄、ニッケル－チタン合金、ステンレス鋼、及び／又はチタン
から選択される材料を含み得る。もちろん、任意の他の好適な材料を使用してステープル
（４７）を形成することが可能である。
【００２５】
　発泡体ブロック（１４４）の材料は、例えば、フィブリン又はトロンビンのような、あ
るいは血液を凝固させて手術部位における出血量を低減するのを助ける上述のもののよう
な、添加剤又は止血剤を含み得る。かかる添加剤の止血能力はまた、かかる添加剤又は止
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血剤の接着剤及びシーラントとしての使用にも寄与し得る。上記薬剤は、手術部位におい
て血液を凝固させるのを助けることができ、それにより、例えば、そうした血液を取り囲
んでいる組織をくっつけるのが可能となり、また、ステープル留めされた組織部位に沿っ
た漏れを防止することが可能となる。
【００２６】
　本明細書の実施例には発泡体ブロックが記載されているが、材料は、例として、参照に
よりその開示が本明細書に組み込まれる、２００９年５月１４日に公開された「Ｓｕｒｇ
ｉｃａｌ　Ｆａｓｔｅｎｉｎｇ　Ｄｅｖｉｃｅ　ｗｉｔｈ　Ｉｎｉｔｉａｔｏｒ　Ｉｍｐ
ｒｅｇｎａｔｉｏｎ　ｏｆ　ａ　Ｍａｔｒｉｘ　ｏｒ　Ｂｕｔｔｒｅｓｓ　ｔｏ　Ｉｍｐ
ｒｏｖｅ　Ａｄｈｅｓｉｖｅ　Ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ」と題された米国特許出願公開第
２００９／０１２０９９４号の教示に従って、繊維性パッド、マトリックス、メッシュ、
又は別の構造体を代わりに含むことができる。材料は、例えば、バットレスである生体適
合性材料、複数の開口部をその中に有するマトリックス、連続気泡発泡体、独立気泡発泡
体、及び／又は繊維パッドを含み得る。材料は複数の開口部を有していてもよく、そのよ
うな開口部を含む発泡材料、若しくはメッシュ、又は糸状構造物であってもよく、接着剤
を材料に引き入れるウィッキング特性を誘発し、かつ開口部に接着剤がない状態を維持し
て、組織に適用された後に組織がこれら開口部を通って成長できるようにする多孔性を有
していてもよい。
【００２７】
　カートリッジ（３７Ａ）は、発泡体ブロックがない場合よりも、一体型発泡体ブロック
（１４４）を有する場合により高い高さを有し、脚長がより長いステープルを使用するの
が可能となる。蓋（１５０）は、上述のように、そこを通ってステープル（４７）を駆動
することができる開口部（１５２）と、そこを通って発射バー（１４）を発射することが
できる細長いスロットとを備えている。蓋（１５０）は、発泡体ブロック（１４４）の上
に配設され、例えば、カートリッジ（３７Ａ）のカートリッジ底部（１４６）にスナップ
嵌めされる。あるいは、蓋（１５０）は、カートリッジ（３７Ａ）のカートリッジ底部（
１４６）に成形されてもよい。蓋（１５０）とカートリッジ底部（１４６）との間の他の
好適な関係は、本明細書の教示に鑑みて、当業者には明らかであろう。
【００２８】
　図１０に示すように、カートリッジ（３７Ａ）を含むエンドエフェクタ（１２）を使用
する場合、ステープル（４７）が発泡体ブロック（１４４）を通って進められてアンビル
（１８）に受容され、組織（９０）を捉える閉じたステープル（４７）を形成するように
、ステープル（４７）を組織（９０）に打ち込んでいる間に、試薬が組織（９０）に適用
される。カートリッジ（３７Ａ）及び／又はアンビル（１８）は、添加剤又は薬剤の独立
した層を更に含んでもよく、この添加剤又は薬剤は、コーティングされたステープルの発
泡体を受容すると活性化して、ステープル（４７）が組織（９０）上に受容されることに
よって添加剤が組織（９０）上に広がることができる。例えば、トロンビン又はフィブリ
ンの一方は、発泡体ブロック（１４４）中に含められ、かつ食塩水を用いて凍結乾燥され
ることができ、もう一方の試薬でコーティングされていてもよいステープル（４７）が発
泡体ブロック（１４４）の内部からアンビル（１８）に向けて押し上げられると、上記ト
ロンビン又はフィブリンの一方がトロンビン又はフィブリンの他方と混合されて活性化す
ることができる。
【００２９】
　ステープル（４７）がアンビル（１８）に向けて押し上げられると、発泡体ブロック（
１４４）に埋め込まれたときのステープル（４７）の初期配置の方向が垂直方向であるこ
とにより、ステープル（４７）は実質的に縦配向に維持され得る。あるいは、カートリッ
ジ底部（１４６）のチャンバ（１４８）内の発泡体ブロック（１４４）の下方にステープ
ル（４７）が配設されている場合には、カートリッジ（３７）内のステープル（４７）に
関して上述したのと同様のやり方でステープル（４７）がアンビル（１８）に向けて押し
上げられると、ステープル（４７）は実質的に縦配向に維持され得る。カートリッジ底部
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（１４６）のチャンバ（１４８）は、図４に示した内部垂直壁と同様の内部垂直壁を含み
得、この内部垂直壁は、ステープル（４７）を収容するように構成され、かつ、ステープ
ル（４７）をアンビル（１８）に向けて押し上げる前及び押し上げている間、該ステープ
ル（４７）を実質的に縦配向に維持するように構成された、縦スロットを画定する。具体
的には、各ステープル（４７）は、ステープル（４７）を駆動して関連したステープル開
口部（１５２）を通過させるステープルドライバ（４３）によって、カートリッジ（３７
Ａ）の本体内で縦方向に駆動される。楔形スレッド（４１）は、楔形スレッド（４１）が
ステープルカートリッジ（３７Ａ）を通じて遠位方向に駆動されるにつれてステープルド
ライバ（４３）を上方に付勢するように傾斜したカム表面を呈する。
【００３０】
　発泡体ブロック（１４４）の存在をカートリッジ（３７Ａ）内に収容するために、楔形
スレッド（４１）及び／又はステープルドライバ（４３）は、寸法が増加するように、あ
るいは楔形スレッド（４１）及び／又はステープルドライバ（４３）を形成するために用
いた材料の強度が増加するように、変更されてもよい。この変更は、ステープル（４７）
を駆動して発泡体ブロック（１４４）を貫通させ、かつ蓋（１５０）のステープル開口部
（１５２）を通過させて、アンビル（１８）上のステープル形成ポケット（５３）との接
点を形成するのに十分な追加力を提供するために行われることができる。寸法及び／又は
材料強度特性の増加は、上述のように楔形スレッド（４１）及び／又はステープルドライ
バ（４３）がカートリッジ（３７）内のステープル（４７）を駆動し、ステープル開口部
（５１）を通過させて、アンビル（１８）上のステープル形成ポケット（５３）との接点
を形成するのに用いられる対応の量と同等である。
【００３１】
　本明細書で述べる教示、表現、実施形態、例などのいずれの１つ又は複数も、本明細書
で述べる他の教示、表現、実施形態、例などのいずれの１つ又は複数とも組み合わせるこ
とができることを理解されたい。したがって、下記に述べる教示、表現、実施形態、例な
どは、互いに独立であると考えられるべきでない。本明細書の教示を組み合わせることが
できる種々の適切な方法は、本明細書の教示を考慮して当業者には容易に明らかになるで
あろう。こうした修正及び変形は特許請求の範囲内に含まれるものとする。
【００３２】
　前述のデバイスの変形物は、ロボット支援された医療及び処置での用途だけでなく、医
療専門家によって行われる従来の医療及び処置での用途を有することができる。
【００３３】
　前述した変形物は、１回の使用後に処分するように設計されることができ、又はそれら
の形態は、複数回使用するように設計することができる。諸形態は、いずれの場合も、少
なくとも１回の使用後に再利用のために再調整することができる。再調整することは、デ
バイスを分解すること、それに続いて特定の部品を洗浄及び交換すること、並びにその後
の再組み立てすることの任意の組み合わせを含んでよい。特に、デバイスの幾つかの変形
物は分解されてもよく、また、デバイスの任意の個数の特定の部片又は部品が、任意の組
み合わせで選択的に交換されるか、あるいは取り外されてもよい。特定の部品の洗浄及び
／又は交換の際、デバイスの幾つかの変形物は、再調整用の施設で、又は外科的処置の直
前にユーザによって、その後の使用のために再組み立てされてよい。デバイスの再調整が
、分解、洗浄／交換、及び再組立のための様々な技術を利用できることが、当業者には理
解されよう。このような技術の使用、及びその結果として得られる再調整されたデバイス
は、全て、本出願の範囲内にある。
【００３４】
　単に例として、本明細書で説明した形態は、手術の前及び／又は後に、滅菌してもよい
。１つの滅菌技術では、デバイスは、プラスチック又はＴＹＶＥＫバッグなど、閉められ
かつ密閉された容器に入れられる。次いで、容器及びデバイスは、γ放射線、Ｘ線、又は
高エネルギー電子など、容器を透過し得る放射線場に置かれてもよい。放射線は、デバイ
ス上及び容器内の細菌を死滅させることができる。次に、滅菌されたデバイスは、後の使
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用のために、滅菌した容器内に保管してもよい。デバイスはまた、限定されるものではな
いが、ベータ若しくはガンマ放射線、エチレンオキシド、又は水蒸気を含めて、当該技術
分野で既知の任意の他の技術を使用して滅菌されてもよい。
【００３５】
　本開示の様々な形態について図示し説明したが、本明細書で説明した方法及びシステム
の更なる改作が、当業者による適切な変更により、本発明の範囲を逸脱することなく達成
され得る。そうした可能な改変例の幾つかについて述べたが、その他の改変も当業者には
明らかであろう。例えば、上記に論じた実施例、形態、幾何学的図形、材料、寸法、比率
、工程などは、例示的なものであり、必須ではない。したがって、本発明の範囲は以下の
特許請求の範囲において考慮されるべきであり、本明細書及び図面において示し、説明し
た構造及び動作の細部に限定されないものとして理解される。
【００３６】
〔実施の態様〕
（１）　手術器具であって、ハンドル部分と、発射バーを収容するシャフトと、エンドエ
フェクタであって、アンビル、下部つかみ具、並びに前記ハンドル部分及び前記シャフト
によってもたらされる長さ方向の閉鎖動作に応答する、ステープル留めと切断の機構を備
えるエンドエフェクタと、を備える、手術器具において、前記下部つかみ具は、開放位置
にあるときにカートリッジを収容するように構成されており、該カートリッジは、
　（ａ）チャンバを画定する壁を備えたカートリッジ底部と、
　（ｂ）前記チャンバ内に配設された複数のステープルと、
　（ｂ）前記チャンバ内に配設された発泡体ブロックと、
　（ｃ）前記発泡体ブロック及び前記チャンバの上に配設された蓋と、
　を含む、手術器具。
（２）　前記蓋が、前記長さ方向の閉鎖動作に応答して前記ステープル留めと切断の機構
が起動すると前記ステープルを受容するように構成された複数の開口部を備える、実施態
様１に記載のカートリッジ。
（３）　前記蓋が、前記長さ方向の閉鎖動作に応答して前記ステープル留めと切断の機構
が起動すると、前記発射バーを受容するように構成されたスロットを備える、実施態様１
に記載のカートリッジ。
（４）　前記複数のステープルが、前記発泡体ブロックに埋め込まれる、実施態様１に記
載のカートリッジ。
（５）　前記複数のステープルが、前記発泡体ブロックの下方に配設される、実施態様１
に記載のカートリッジ。
【００３７】
（６）　前記蓋が、前記カートリッジ底部にスナップ嵌めされる、実施態様１に記載のカ
ートリッジ。
（７）　前記蓋が、前記カートリッジ底部に成形される、実施態様１に記載のカートリッ
ジ。
（８）　前記複数のステープルのうちの１つが、鉄、ニッケル－チタン合金、ステンレス
鋼、及びチタンのうちの少なくとも１つから選択される材料を含む、実施態様１に記載の
カートリッジ。
（９）　前記複数のステープルが、前記チャンバ内の内壁によって画定された縦スロット
の中に配設される、実施態様１に記載のカートリッジ。
（１０）　ステープルドライバが、前記複数のステープルのうちの対応するものと実質的
に整列し、前記長さ方向の閉鎖動作に応答して前記ステープル留めと切断の機構が起動す
ると、前記ステープルを駆動して前記発泡体ブロックを通過させるように構成される、実
施態様１に記載のカートリッジ。
【００３８】
（１１）　前記器具が、前記長さ方向の閉鎖動作に応答して前記ステープル留めと切断の
機構が起動すると、前記ステープルドライバを前記アンビルに向けて駆動するように構成
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された楔形スレッド（wedge sled）を備える、実施態様１０に記載のカートリッジ。
（１２）　前記発泡体ブロックがトロンビンを含む、実施態様１に記載のカートリッジ。
（１３）　前記発泡体ブロックがフィブリンを含む、実施態様１に記載のカートリッジ。
（１４）　前記発泡体ブロックが、トロンビン又はフィブリンの一方を含み、前記アンビ
ルが、トロンビン又はフィブリンのもう一方でコーティングされる、実施態様１に記載の
カートリッジ。
（１５）　トロンビン又はフィブリンの一方が、前記発泡体ブロックの中の食塩水で凍結
乾燥される、実施態様１に記載のカートリッジ。
【００３９】
（１６）　デバイスとエンドエフェクタとを含む内視鏡装置であって、前記デバイスは、
トリガと、関節運動ノブを備えるハンドル部分と、シャフトと、関節セグメントと、を含
み、前記エンドエフェクタは、前記デバイスの遠位端に着脱可能に取り付けられるように
構成され、前記関節運動ノブは、前記デバイスの前記関節セグメントの対応する関節運動
を生じさせるために関節運動をするように構成されている、内視鏡装置において、前記エ
ンドエフェクタは、
　（ａ）近位部と遠位部とを画定する外壁であって、前記遠位部が、混合空間と先端部と
を備える、外壁と、
　（ｂ）前記近位部内に配設される内壁であって、該内壁及び外壁が、第１の保持空間と
、反対側の第２の保持空間とを画定する、内壁と、
　（ｃ）前記第１の保持空間内に配置される第１の薬剤と、
　（ｄ）前記第２の保持空間内に配置される、前記第１の薬剤と異なる第２の薬剤と、
　（ｅ）前記内壁に沿って力が印加されることにより移動可能なピストンであって、該ピ
ストンは、前記第１の薬剤及び前記第２の薬剤の近位端と係合して、前記第１及び前記第
２の薬剤を前記混合空間に向けて遠位方向に移動させるように構成され、それによって、
前記第１及び第２の薬剤が、前記先端部を通って圧出できる混合物を形成する、ピストン
と、
　を備え、前記エンドエフェクタは、一対の突出部又は一対の切欠き部の一方を含み、前
記デバイスの前記遠位端は、前記一対の突出部又は前記一対の切欠き部のもう一方を含む
、内視鏡装置。
（１７）　前記デバイスの前記トリガが、前記力の印加を受容するように構成され、かつ
前記エンドエフェクタの前記ピストンに、前記力の印加を提供するように構成される、実
施態様１に記載の装置。
（１８）　前記関節セグメントが、前記エンドエフェクタが取り付けられる前記デバイス
の前記シャフトの長手方向軸に対して水平面上で関節運動するように構成される、実施態
様１６に記載の装置。
（１９）　前記関節セグメントが、前記エンドエフェクタが取り付けられる前記デバイス
の前記シャフトの長手方向軸に対して横向きの垂直面上で関節運動するように構成される
、実施態様１６に記載の装置。
（２０）　デバイスに着脱可能に取り付け可能な分配用エンドエフェクタを介して薬剤を
分配する方法であって、前記エンドエフェクタは、近位部と遠位部とを画定する外壁であ
って、前記遠位部が混合空間と先端部とを備える、外壁と、前記近位部内に配設される内
壁と、前記内壁に沿って移動可能なピストンと、前記壁の第１の側に配置される第１の薬
剤と、前記壁の第２の側に配置される第２の薬剤と、を備え、前記デバイスは、トリガと
、ハンドル部分と、シャフトと、関節セグメントと、を含み、前記エンドエフェクタは、
前記デバイスの遠位端に着脱可能に取り付けられるように構成されており、該方法は、
　（ａ）組織をステープル留め及び切断するように構成された外科用エンドエフェクタを
、前記デバイスの前記遠位端上に着脱可能に受容する段階と、
　（ｂ）前記デバイスに取り付けられた前記外科用エンドエフェクタを使用して、組織を
ステープル留め及び切断する段階と、
　（ｃ）前記デバイスから前記外科用エンドエフェクタを取り外す段階と、



(16) JP 2014-529422 A 2014.11.13

10

　（ｄ）前記分配用エンドエフェクタを前記デバイスの前記遠位端上に着脱可能に受容す
る段階と、
　（ｅ）前記デバイスを用いて前記分配用エンドエフェクタの前記ピストンに力を印加す
る段階と、
　（ｆ）前記ピストンを用いて前記第１及び第２の薬剤を前記混合空間に向けて遠位方向
に移動させる段階と、
　（ｇ）前記混合空間内で前記第１及び第２の薬剤を混合して混合物を形成する段階と、
　（ｈ）切断及びステープル留めされた組織上に前記先端部を介して前記混合物を放出す
る段階と、
　を含む、方法。

【図１Ａ】

【図１Ｂ】

【図２】
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摘要(译)

模块化末端执行器将治疗剂递送到已被切断和/或缝合的组织上。末端执行器可拆卸地连接到设备上。该装置将力施加到末端执行器
的活塞上。该力引起活塞沿着设置在端部执行器内的壁的远侧运动。活塞与存储在壁的相对侧上的药剂接合，将药剂向远侧移动到
混合空间。药剂在混合物空间中混合并通过尖端排出。钉可以嵌入或设置在泡沫块下方，泡沫块设置在钉仓内。通过内窥镜缝合装
置，涂覆的钉被驱动穿过组织，同时与装置或盒上的另一种药剂相互作用。相互作用形成组织恢复材料，其施加到组织上。

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/d2c4bc34-67e5-49e2-ad9a-095c70806f35
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/046682950/publication/JP2014529422A?q=JP2014529422A



